
結婚・出産・育児等で一度仕事を離れた女性
を対象としたプログラム。講義と山梨県内の民間
企業と連携したインターンシップを通じてビジネ
スに必要なマナーやコミュニケーション能力を取
得することで、自立的なキャリア形成を実現。

令和3年度は、山梨県の
委託事業として開講し、
15名が参加し、14名が
修了（これまで合計32名

が修了）。

 山梨大学における地域産業人材養成に係る主な取組実績

〇 産業振興に係る人材養成事業（山梨大学：リカレント教育講座）

・ 山梨大学の強み・特色を活かしつつ、山梨県とも連携し、地域の産業振興に係る人材育成事業を展開。
・ 社会の要請等に基づき、キャリアアップに向けた学び直しとキャリア形成の一体的支援の施策を推進。
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未来の山梨を作る
ウーマンズコミュニティプログラム
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ステップアッププログラム
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情
報 プログラミング言語python入門講座

データサイエンス基礎・応用セミナー

 ワイン・フロンティアリーダー養成プログラムの概要はHP（http://www.wine.yamanashi.ac.jp/winefrontier/index.html）を参照。
 山梨大学×山梨県 社会人向け人材養成講座は、地域人材養成センターのHP（https://hr.yamanashi.ac.jp/news/jinzai-n/756/）でも紹介。
※ 職業実践力育成プログラム（BP）：社会人や企業などのニーズに応じた大学等における実践的・専門的なプログラムとして文部科学大臣が認定したもの。

医療機器に必要な技術・知識等を習得する機
会を県内産業界の社会人技術者等に提供する
ために、平成27年度から“人材養成講座”を開設

（やまなし地域活性化雇用創造プロジェクトの一
環として実施）。

令和3年度までに、110社
（延べ数）、140名が修了

（認定試験合格者へ“山
梨大学医療機器設計開
発士”を授与）。

水素・燃料電池関連技術に関わる必要な知識
を習得する機会を県内産業界の社会人技術者
等に提供するために、平成 28 年度から“人材養

成講座”を開設（やまなし地域活性化雇用創造
プロジェクトの一環として実施）。

令和3年度までに、50の
企業・団体、118名が修了
（受講企業約45％、受講
生の約70％が燃料電池

関連業務に従事）。

企業などに勤務している社会人女性を対象と
したリカレント教育事業（文部科学省支援事業）。
講義や他機関でのインターンシップなどによる

スキルアップ・キャリア形成に加え、プログラム参
加者及びメンター等との交流を通じて、業種を超
えた様々な領域での“女性
コミュニティー”を構築。

令和2年度から開講し、こ
れまで20名が参加（うち、
18名が修了）。

県内の社会人向けに学び直しの機会を提供
する情報・データサイエンス分野に係る本学独
自のリカレント教育のプログラム。

令和元年度から、テーマ・レベル別に社会的な
ニーズが高まりつつあるデータサイエンス分野
の講座・セミナーを開講
（令和3年度は3講座に33名が
参加。その他にも“Excelを使って
学ぶデータサイエンス入門講座“
などのリカレント教育を実施）。

山梨大学のリカレント教育
を担当する“地域人材養成
センター”を令和3年2月に

設置！

水素・燃料電池産業技術人材養成講座

農
業 ワイン・フロンティア

リーダー養成プログラム

従前の“ワイン人材生涯養成拠点事業（平成19

年～26年度）”を基に、日本ワインの品質の向上、

地域ブランド化、グローバルスタンダート化を中
核となり推進できる人材養成を目的としたワイン
技術者向けのプログラムを開講。
※平成28年度から職業実践力育成プログラム
（BP）として認定を受け実施。

拠点事業を含め、令和3年度
までに、114名が修了（認定
試験合格者へ“山梨大学

ワイン科学士”を授与）。
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